
Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始
する

ここで紹介する例は、次のとおりです。

• Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する（1ページ）
• Cisco Prime Collaboration Analyticsの開始（6ページ）

Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する
Cisco Prime Collaboration Assuranceは次のモードで利用できます。

• Cisco Prime Collaboration Assurance Enterpriseモード
• Cisco Prime Collaboration Assurance MSPモード

。

次のセクションで説明するタスクを開始する前に、『Cisco Prime Collaboration Assurance and
Analyticsインストールおよびアップグレードガイド』の「Prime Collaboration Assuranceのイ
ンストール」セクションで説明されているタスクを完了する必要があります。

（注）

Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する
Cisco Prime Collaboration Assuranceをインストールした後、次の表に示すタスクを実行する必
要があります。

表 1 : Cisco Prime Collaboration Assuranceを開始する

アップグレード後アップグレード前

ホーム >開始
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アップグレード後アップグレード前

ネットワーク正常性の概要

• OpsView

•コール品質

•アラーム

•パフォーマンス

• Contact Centerトポロジ

MSPモードでは、[顧客の概要（Customer Summary）
のみを利用できます。

ホーム >ネットワーク正常性の概要

• OPSView

•コール品質

•アラーム

•パフォーマンス

• Contact Centerトポロジ

ネットワーク正常性の概要

モニタ

•アラームおよびイベント

•アラームの概要

•アラーム

•イベント

•使用率モニタ

• T1/E1トランク

• CUBE SIPトランク

• UCM SIPトランク

•ルートグループ

•トランクグループ

• Location CAC帯域幅

•会議デバイス

• Conductor Bridge Pool

• TelePresenceエンドポイント

•ライセンスの使用状況（License Usage）

NAコール品質
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アップグレード後アップグレード前

Inventory

•インベントリ管理

•デバイスステータスの概要

• UCデバイスの検索

•クラスタデバイス

•検出スケジュール

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 3の場合

Clusterデバイスの検出スケジュール

• SNMP MIBクエリツール

インベントリ（Inventory）

インベントリ > UCデバイスの検索

診断

•エンドポイントの診断

•会議の診断

• SIP Call Flow Analyzer

• CME診断

• Device Log Collector

診断 >会議の診断

診断 > SIP Call Flow Analyzer

診断 > Device Log Collector

模擬テスト

• UC Application Synthetic Test

• Audio Phone Features Test

• IP SLA Voice Test

• Video Test

• Phone Status Test

• Batch Test

模擬テスト

• UC Application Synthetic Test

• Audio Phone Features Test

• IP SLA Voice Test

• Video Test

• Phone Status Test

• Batch Test
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アップグレード後アップグレード前

レポート

• CDRおよび CMRレポート

• NAM& Sensorレポート

•会議レポート

• TelePresenceエンドポイントレポート

•スケジュール済みレポート

•管理レポート

• CUCMレポートの起動

•その他のレポート

レポート

•管理レポート

• CUCMレポートの起動

•その他のレポート

•会議レポート

• TelePresenceエンドポイントレ
ポート

• NAM& Sensorレポート

• CDR & CMRレポート

•スケジュール済みレポート

分析

•テクノロジー導入

•資産使用状況

•トラフィック分析

•キャパシティ分析

•サービスエクスペリエンス

• UCシステムパフォーマンス

•ビデオ会議の分析

•ライセンスの使用状況

•マイダッシュボード

•カスタムレポートジェネレータ

•スケジュール済みレポート

Assuranceレポート >会議レポート

•会議の概要レポート

•会議の詳細レポート
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アップグレード後アップグレード前

アラーム &レポート管理

•イベントのカスタマイズ

•アラーム &イベント用の電子メール設定

•通知のセットアップ

• CDR分析設定

• 1040センサーのセットアップ

•会議パスのしきい値設定

•ポーリング設定

• APIC-EM & Prime Integration

Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 3の場合

APIC-EM & NAM

• Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 2以前の場合

CDRソース設定

MSPモードでは、[顧客管理（CustomerManagement）]
のみを利用できます。

アラーム &レポート管理

•イベントのカスタマイズ

•アラーム &イベント用の電子
メール設定

•通知のセットアップ

• CDRソース設定

• CDR分析設定

• 1040センサーのセットアップ

•ポーリング設定

• Customer Management

システム管理 >ドメインのセット
アップ

分析管理

• sFTP設定

•グループ管理

•トランクトラフィックの最大キャパシティ設定

MSPモードでは、[顧客ロゴのアップロード（Upload
Customer Logo）]のみを利用できます。
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アップグレード後アップグレード前

システム管理

•ドメインのセットアップ

•ライセンス管理

•ユーザ管理

• [LDAP Settings]

• Cisco Prime Collaboration Assurance 12.1 Service
Pack 3の場合

セキュリティ設定

•シングルサインオン

•バックアップ設定

•ログ管理

•ジョブ管理

•証明書の管理

システム管理

•ライセンス管理

•ユーザ管理

• [LDAP Settings]

•シングルサインオン

•バックアップ設定

•ログ管理

•ジョブ管理

•証明書の管理

UCオペレーションダッシュボード

• UCオペレーションダッシュボード

•レスポンダ設定

サービサビリティ

Cisco Prime Collaboration Analyticsの開始
表 1には、Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュボードの使用シナリオが示されていま
す。

表 2 : Cisco Prime Collaboration Analyticsダッシュボードの開始

ダッシュレットの名前（分析からのナビゲー

ション）

使用シナリオ
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Cisco PrimeCollaborationリリース 11.1以前の
場合

エンドポイントモデルによる分配の導入（テ

クノロジの導入）

Cisco PrimeCollaborationリリース 11.5以降の
場合

エンドポイント導入の概要（テクノロジの導

入）

音声専用の電話機、ビデオフォン、および

TelePresenceエンドポイントによる導入の進
行状況を追跡します。

• Cisco PrimeCollaborationリリース 11.1以
前の場合

エンドポイントモデルによるコールの分

配（テクノロジの導入）

Cisco PrimeCollaborationリリース 11.5以
降の場合

エンドポイントモデルによるコールボ

リューム（テクノロジの導入）

• Cisco PrimeCollaborationリリース 11.1以
前の場合

エンドポイントタイプによるコールの分

配（テクノロジの導入）

Cisco PrimeCollaborationリリース 11.5以
降の場合

エンドポイントタイプによるコールボ

リューム（テクノロジの導入）

これまでの投資を検証し、将来の投資決定を

行うためのエンドポイントの使用方法につい

て理解します。

テクノロジの使用（テクノロジの導入）使用頻度が高いまたは低いエンドポイントの

数をカウントします。

使用頻度が最も低いエンドポイントタイプ（資

産の使用率）

効果的に組織全体でリソースを計画および割

り当てるために、使用頻度が最も低いエンド

ポイントを特定します。

Cisco Prime Collaboration Assurance 11.0以前
の場合

不参加のビデオ会議（資産の使用率）

Cisco PrimeCollaborationリリース 11.1以降の
場合

No Show Video TelePresenceエンドポイント

スケジュールされたセッションに参加しなかっ

たエンドポイントを追跡します。
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ビデオテレプレゼンスルームの使用率（資産

の使用率）

使用率が最も高いエンドポイントと最も低い

エンドポイントを特定することができます。

上位 Nの発信者（トラフィック分析）Cisco Prime Collaboration Assurance管理による
導入で、コールの最大発信回数または発信時

間の順に並べ替えられた上位N個のディレク
トリ番号を見つけます。

かけた番号の上位 N位（トラフィック分析）Cisco Prime Collaboration Assurance管理による
導入で、コールの最大受信回数または通話時

間が最も長い順に並べ替えられた上位N個の
ディレクトリ番号を見つけます。

上位 Nのオフネットトラフィック拠点（トラ
フィック分析）

着信および発信オフネットコール数が最も高

い拠点を検索します。

上位 Nのコールトラフィック拠点（トラ
フィック分析）

発信および受信コール数が最も高い上位Nの
拠点を特定します。

コールトラフィック分析（トラフィック分析）サイト、拠点、エンドポイント、クラスタ、

デバイスプール間のさまざまなタイプのコー

ルの傾向を把握します。

会議デバイスのビデオ使用率（キャパシティ

分析）

組織全体にわたって使用を最適化するために、

TelePresence会議デバイスの使用状況を追跡
します。

拠点 CACの帯域幅使用率（キャパシティ分
析）

失敗したコール数が最も高い拠点の Call
Admission Control (CAC)帯域幅使用率を考察
することにより、各拠点に割り当てられる帯

域幅を評価します。

•トランク使用率（キャパシティ分析）

•ルートグループの使用率（キャパシティ
分析）

組織全体にわたって、トランクおよびルート

グループの使用率を評価し、最適化します。

また、カスタムトランクやルートグループの

使用率を定義および追跡できます。

•煩雑時のトランクキャパシティ（キャパ
シティ分析）

•煩雑時のルートキャパシティ（キャパシ
ティ分析）

トランクとルートグループのAverageBouncing
BusyHour（ABBH）トラフィックを測定した
後で、キャパシティ（回線）について決定し

ます。

DSP使用率（キャパシティ分析）ゲートウェイの DSPリソースの最適化

サービスエクスペリエンスの分配（サービス

エクスペリエンス）

組織内の個人が経験したサービス品質を分析

します。
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Cisco PrimeCollaborationリリース 11.1以前の
場合

サービス品質に問題があるエンドポイント

（サービスエクスペリエンス）

Cisco PrimeCollaborationリリース 11.5以降の
場合

コール品質に問題があるエンドポイント（サー

ビスエクスペリエンス）

サービス品質問題が発生した上位Nのエンド
ポイントを指定します。

上位 Nのコール失敗発生拠点（サービスエク
スペリエンス）

組織内のコールの失敗の傾向を分析し、コー

ル失敗発生率が高い拠点を特定します。

サービス品質問題があるユーザ（サービスエ

クスペリエンス）

サービス品質問題があるユーザを識別します。

UCシステムパフォーマンス組織の UCアプリケーションのシステムパ
フォーマンスを分析します。

•ビデオ会議の統計（ビデオ会議）

•上位Nのビデオ会議の拠点（ビデオ会議）

会議の統計情報の視覚化（会議の数と期間）
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